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ロ レ ン ス の`THEREVOLUTIONARY'

一 暗黒の神サムソンの変革 一

松 本 桂 子

〔抄 録〕

D.H.ロ レンスは43歳 という比較的短い生涯の中で、長編小説、中 ・短編小説、戯曲、

詩、エッセイ、紀行文などの膨大で多岐にわたる作品を残 している。しかし、詩人と

しての彼の評価 は小説に比べて低 く、その芸術性は長年無視 されていた。1950年 代の

後半にな り、ようや くロレンスの詩は注目されるに至った。『鳥 ・獣 ・花』の詩集は、

自然界に実存する動植物を題材にうたわれたものであるが、その中でも本稿で取 り上

げる 「革命家」という詩は文字通 り異質の題名をもつ。この作品に秘められた詩人ロ

レンスの思惑を、詩全体につ きまとう闇への下降志向と、彼の宗教観 とを照合しなが

ら探求することをここでの目的 とする。

キ ー ワ ー ド:暗 闇、 サ ム ソ ン、 ヨハ ネの 黙 示 録 、 復 活 、 再 生

「革 命 家 」(TheRevolutionary)は 、 ロ レ ンス(D.H.Lawrence,1885-1930)の 詩 集 『鳥 ・

獣 ・花 』(Birds,BeastsandFlowers,1923)の 「果 物 」(Fruits)の 章 、 六 番 目に編 成 され て い

る作 品 で あ る。 「葡萄 」(`Grapes')の 詩 の次 に、 突 然 現 れ た よ う な 「革 命 家 」 と い う タイ トル

は 、 果 物 との 関 連性 が全 くな く、 予 備 知 識 の な い 読 み 手 に とっ て は 一 瞬 の 戸 惑 い を感 じさせ る

こ とで あ ろ う。 しか し、 そ の詩 の 中 に は、 「果 物 」 は も ち ろ ん の こ と後 に続 く 「木 」(`Trees')、

「花 」(`Flowers')、 「獣 」(`Beasts')な どの 詩 篇 に共 通 す る 闇 の 世 界 、 即 ち ロ レ ンス の哲 学 の

根 幹 を成 す 暗 黒 の 神 の存 在 が顕 著 に現 れ て い る。 「葡 萄 」 の 詩 で 詩 人 は うた う 「神 は か つ て黒 人

種 だ っ た 、 今 は 白人種 で あ る よ う に」(OnceGodwasallnegroid,asnowheisfair.)(1),「 目を 閉

じ、 巻 き ひ げ のか らん だ葡 萄 酒 の 道 と他 界 を降 りて ゆ こ う」(Closetheeyes,andgo/Downthe

tendrilledavenuesofwineandtheotherworld.)(2)。 ロ レ ンス の望 む別 世 界 と は、 広 大 無辺 の 始

原 の 暗 闇 で あ る。 そ こで は、 か つ て 神 々 も黒 い 肌 を も って い た 。 「革 命 家 」 の 詩 中 で 繰 り返 し使

用 され る"dark"と"dusky"、"pale"や"white"な どの 言 葉 は、 こ の黒 い神 と白 い神 を イ メ

ー ジ させ る 。 また 、 詩 集 で 前 出 さ れ て い る 「無 花 果 」(`Fig')、 「葡 萄 」、 「セ イ ヨウ カ リ ン とナ
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ナ カ マ ド」(`MedlarsandSorb-Apples')の 中 で も この よ うな 言 葉 は頻 繁 に見 られ る。 ロ ック ウ

ッ ド(M.J.Lockwood)が 、 「革 命 家 」 の 詩 は 「葡 萄 」 で 描 か れ た復 活 の物 語 りが どの よ うな 結

末 に至 る の か を ドラ マ チ ック に 表 現 した も の で あ り、 サ ム ソ ンが 移 動 す る 闇 の世 界 は 「桃 」、

「石 榴 」、 「無 花 果 」 な ど に見 られ る世 界 の ひ とつ で あ る③ 、 と述べ て い る よ うに 、 詩 集 に 収 め ら

れ た作 品群 は、 ロ レ ンス の 思想 が 一 連 化 さ れ た もの だ と解 釈 で き る。 これ らの こ と を踏 ま え て、

「革 命 家 」 で の 暗 黒 の 神 の 真 意 を探 って み る と、 そ こ に は、 ロ レ ンス独 特 の異 端 的 と も言 え るキ

リス ト教 精 神 か ら発 せ られ た 、 教 会 人 の権 威 に 対 す る非 難 、 特 に 『ヨハ ネ の 黙 示 録 』 へ の 強 烈

な反発 が こ め られ て い る こ とが分 か る。

ロ レ ンス は1912年5月 に イ ング ラ ン ドを 離 れ て ドイ ツ に渡 り、 ヨー ロ ッパ 大 陸 を経 て セ イ ロ

ン(現 ス リラ ンカ)、 オ セ ア ニ ア、 ア メ リ カ合 衆 国 、 メ キ シ コ な ど を巡 り、 世 界 を また に 架 け る

流 浪 生活 を 送 っ た 。 「『鳥 ・獣 ・花 』 は1920年 の秋 、 イ タ リア の トス カー ナで 書 き始 め 、1923年 、

38歳 の 年 に ニ ュ ー メ キ シ コで 完 成 した」(ThepoemsofBirds,BeastsandFlowerswerebeg?皿in

Tuscany,intheautumnof1920,andfiYUShedinNewMexicoin1923,inmythirty-eighthyear.)(4)と

『全 詩 集 』(TheCompletePoems(≧ プD.H.Lawrence,1964)の 序 文 で ロ レ ンス は述 べ て い る 。

『鳥 ・獣 ・花 』 に収 め られ た 「革 命 家 」 の 詩 は、 イ タ リア 中部 トス カー ナ 州 の フ ィ レ ン ツ ェで 書

か れ た。 ギ リ シア建 築 を題 材 と して うた わ れ て い るが 、 ロ レ ンス が ギ リ シ ア を訪 問 した 記 録 は

な く、 お そ ら くイ タ リ ア とエ ー ゲ海 を挟 ん で 隣 接 した神 話 と伝 説 の 故 郷 で あ る ギ リシ ア 、 神 々

た ちの 世 界 を思 い 浮 か べ て 書 か れ た もの で あ る と思 わ れ る 。

これ よ り順 を追 って 考 察 して み よ う。

Lookatthemstandingthereinauthority,

Thepale-faces,

Asifitcouldhaveanyeffectanymore.

Pale-faceauthority,

Caryatids,

Pillarsofwhitebronzestandingrigid,lesttheskiesfall.(5>

「女 人 像 柱 」(Caryatids)と は、 ギ リ シ ア建 築 様 式 で 用 い られ る女 性 の 姿 を した彫 刻 柱 の こ とで

あ る。 ヴ ィー ナ ス の彫 刻 た ち が 官 能 的 な美 しい裸 体 を さ ら して い る の に 対 して 、 女 人 像 柱 た ち

の し なや か な肢 体 は 、 首 まで す っ ぽ り衣 服 で包 み 隠 され て い る こ とで も分 か る よ う に、 そ の 造

形 に は冷 厳 ・厳 格 ・高 貴 ・秩 序 ・節 度 ・理 想 主 義 な どの 意 味 が 込 め られ て い る。 こ の 連 で 使 用

され て い る"authority"や"pale-face"、"effect"、"rigid"な どは 正 に 冷厳 ・厳格 な柱 の 姿 を描

写 して い る 。 「空 が 落 ちぬ よ う に」(lesttheskiesfall)と 頭 で 支 え続 けて い る女 人 像柱 に向 か っ
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て 詩 人 は 呼 び か け る 、 「青 白 い 顔 の 権 威 者 よ 」(Pale-faceauthority)と 。 支 え て い る の は 単 な る

天 井 で は な く、 全 能 者 に て 主 な る 神 が 御 座 す る 天 国 で あ る 。

次 い で 詩 人 は 嘆 息 す る 。

Whatajobthey'vegottokeepitup.

Theirpoor,idealistforeheadsnakedcapitals

Totheentablatureofcloudedheaven.

Whentheskiesaregoingtofall,falltheywill

Inagreatchuteandrushofdebacledownwards.(s)

空 が 落 ち て き た な ら ば 、 自 分 た ち も 「大 洪 水 の 急 流 の 中 」(lnagreatchuteandrushofdebacle

downwards)へ と 落 下 し て 行 く に も か か わ らず 、 天 空 を 支 え 続 け て い な け れ ば な らV・ と は 、 な

ん と い う 役 目 に あ る の だ ろ う か と。 そ う い う 訳 で 、 女 人 像 柱 の 柱 頭 は 、 詩 人 に と っ て は 「つ ま

ら な さ そ う で 理 想 主 義 者 の む き 出 し の 額 」(Theirpoor,idealistforeheadsnakedcapitals)に 見

え る の か も し れ な い 。

し か も 支 え て い る そ の 天 国 は 「超 ゴ シ ッ ク建 築 」(thehighandsuper-gothicheavens)だ と 云

う 。

OhandIwishthehighandsuper-gothicheavenswouldcomedownnow,

Theheavensabove,thatweyearntoandaspireto.

Idonotyearn,noraspire,forIamablindSamson.

AndwhatisdaylighttomethatIshouldlookskyward?

OnlyIgropeamongyou,pale-faces,caryatids,asamongaforestofpillarsthatholdupthe

domeofhighidealheaven

Whichismyprison.(7) ,・

「超 ゴ シ ッ ク 建 築 」 と は 、 崇 高 に そ び え る キ リス ト教 会 を 指 す も の で あ り、 支 え る 女 人 像 柱 は 、

そ れ に 群 が る 権 力 を 持 っ た 教 会 人 た ち の 象 徴 で あ る 。 し か し 、 人 々 が 理 想 の 場 と し て 思 い を 寄

せ る 天 国 を 、 詩 人 は 憧 れ る こ と な く む し ろ そ の 天 国 が 失 墜 す る こ と を 願 っ て い る 。 何 故 な ら、

「私 は 盲 目 の サ ム ソ ン」(IamablindSamson)で あ り 「天 国 は 私 の 監 獄 」(Whichismyprison)

だ か ら と 説 き 明 か す 。

女 人 像 柱 へ の 形 容 は 更 に続 く。

-103



ロ レ ン スの`THEREVOLUTIONARY'(松 本 桂 子)

Andallthesehumanpillarsofloftiness,goingstiff,metallic-Stunnedwiththeweightoftheir

responsibility

Istumbleagainstthem.

Stumbling-blocks,painfulones.

Tokeeponhold血gupthisidealcivilisation

Mustbeexcruciating:unlessyoustiffenintometal,when

Itiseasiertostandstockrigidthantomove.(s)

こ れ ら 「高 慢 な 人 間 柱 」(allthesehumanpillarsofloftiness)は 、 「そ の 責 任 の 重 さ 」(withthe

weightoftheirresponsibility)故 に 「金 属 か と 思 わ せ る ほ ど に 堅 く な っ て ゆ く」(goingstiff,

metallic-stunned)。 盲 目 の サ ム ソ ン は 、 堅 く な っ た 女 人 像 柱 を 、 聖 書 に あ る 「躓 き の 石 」(9)

(Stumbling-blocks)、 「苦 し み の 塊 」(painfulone)と 呼 び 、 そ の 石 に 躓 く 自 分(Istumble

againstthem.)を 、 ま る で 不 信 仰 者 で あ る か の よ う に あ え て 云 わ ん とす る 。 しか し 同 時 に 、 「こ

の 理 想 の 文 明 」(thisidealcivilisation)を 支 え 続 け る こ と の 苦 悩 に 対 す る 同 情 心 を も示 し て い

る 。

そ れ に し て も 、 サ ム ソ ン と は イ ス ラ エ ル の 英 雄 で 、 神 か ら遣 わ さ れ た 士 師 で は な い か 。 何 故

サ ム ソ ン が 天 国 の 崩 壊 を 望 ま な け れ ば な ら な い の で あ ろ う か 。 こ こ で 名 乗 る サ ム ソ ン と は 、 旧

約 聖 書 の 中 の 、 目 を 潰 さ れ て ペ リ シ テ 人 と も ど も 自 爆 し た 怪 力 の サ ム ソ ン で も な く(10)、 ミル ト

ン(1608-74)の 『闘 技 士 サ ム ソ ン 』(SamsonAgonists,1671)で も な い 。 こ こ で 云 う 「盲 目」`

の サ ム ソ ン と は 、 天 国 と は 対 照 的 に 光 を 奪 わ れ た 別 世 界 、 つ ま り 闇 の 世 界 か ら誕 生 し た ロ レ ン

ス 独 自 の サ ム ソ ン だ と想 像 で き る 。

ThisiswhyItugatthem,individually,withmyarmroundtheirwaist,

Thehumanpillars.

TheyarenotstrongerthanIam,blindSamson.

Thehousesways.

Ishallbesogladwhenitcomesdown.

IamsotiredofthelimitationsoftheirInfinite.

IamsosickofthepretensionsoftheSpirit.

Iamsowearyofpale-faceimportance.(11)

盲 目 の サ ム ソ ン に と っ て 、 天 国 は 「神 の 契 約 」(thelimitationsoftheir-Infinite)と 「見 せ か
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け の 聖霊 」(thepretensionsoftheSpirit)、 そ して 「青 白 い顔 の尊 大 さ」(pale-faceimportance)

に よっ て拘 束 され た監 獄 で あ り、 「全 くうん ざ りさせ ら れ る」(Iamsotired/Iamsosick/Iam

soweary)と 繰 り返 す 。 そ れ故 に 、 血 の 通 わ ない 堅 くな った 金 属 の よ う な 「女 人像 柱 の 腰 に腕

を回 して 、 ひ とつ ひ とつ 強 く引 っ張 り」(Itugatthem,individually,withmyarmroundtheir

waist)、 天 国 に対 して反 逆 を起 こす と云 う。 そ の 上 に、 「天 国 が 落 ちて くる時 、 私 は とて も嬉 し

い 」(Ishallbesogladwhenitcomesdo㎜)と ま で云 い放 つ 。建 物 が 頭 上 か ら落 ち て くる の を

ぼ ん や り と待 つ よ り も、 自 ら の手 で 引 き倒 し、 旧 約 聖 書 の 士 師 サ ム ソ ンの よ うに 瓦礫 の 中 に埋

もれ て し ま う と云 うの か 。一 方 、「神 の契 約 」、「見 せ か け の 精 霊 」、 「青 白い 顔 の 尊 大 さ」、 「監獄 」

な どの 言 葉 は全 て 、権 力 に満 ち た キ リス ト教 会 を示 唆 した もの で あ る と考 え られ る。 ヨー ロ ッ

パ で は事 実 上 、 ほ とん どの 道 徳 が キ リス ト教 に基 づ い て い る。 しか も、 宗 教 の 人 に与 え る影 響

の 強 さ を思 え ば思 う ほ ど に、 ロ レ ンス は キ リス ト教 に よ って 人 間 の 自然 性 に沿 っ た 道 徳 が 曲 げ

られ て い る こ と を懸 念 す るの で あ る 。

時 に、 悲 痛 と もい え るサ ム ソ ンの 叫 び は 暫 し 自問 自答 し始 め る。

AmInotblind,attheround-turningmill?

ThenwhyshouldIfeartheirpalefaces?

Orlovetheeffulgenceoftheirholylight,

Thesunoftheirrighteousness?(12>

「神 聖 な 光 輝 」(theeffulgenceoftheirholylight)、 「高 潔 の 太 陽 」(Thesunoftheir

righteousness)は いず れ も キ リス トの 象徴 で あ り、何 故 そ れ を愛 さ ね ば な ら ない の か と問 う。

そ の 答 え は 明 らか で あ る 。 前 に も述 べ た よ うに 、 こ こ で の 盲 目の サ ム ソ ン は 、 捕 らえ ら れ て

「粉 引 き小 屋 で 働 く」(attheround-turningmill)(13)神 か ら使 わ され た本 来 の サ ム ソ ンで は ない 。

従 っ て この連 で は、 天 に あ る神 を恐 れ もせ ず 、 愛 す 必 要 の な い こ とを も強 調 して い る。

こ こ まで の女 人 像 柱 と天 国 に対 す る、 語 り手 、 つ ま り盲 目の サ ム ソ ンの 反 発 的 な叫 び は 、 や

が て血 の通 う肉体 を持 っ た 人 間観 へ と一 変 す る。

Tome,allfacesaxedark,

Alllipsareduskyandvalved.

Saveyourlips,Opale-faces,

Whichareslipsofmetal,

Likeslitsinanautomatic-machine,youcolumnsofgive-And-take.(i4>
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人 間 の 「全 て の 顔 は 黒 く、 全 て の 唇 は 浅 黒 い 」(allfacesaredark,Alllipsaredusky)、 し か も そ

の く ち び る に は 「調 節 弁 が 付 い て い る 」(valved)。 「調 節 弁 」 と は 文 字 通 り、 容 器 の 口 な ど に 取

り付 け て 、 気 体 や 液 体 の 出 入 り調 節 を つ か さ ど る 器 具 で あ る 。 程 よ く釣 り合 い の と れ る よ う に

調 整 で き る バ ル ブ は 、 人 の 発 す る 言 葉 の 慎 み 深 さ を 表 現 し て い る の か も し れ な い 。 片 や 、 「青 白

い 顔 た ち 」(pale-faces)の 唇 は 、 「金 属 の 失 敗 」(Whichareslipsofmetal)で 「自 動 販 売 機 の 硬

貨 投 入 口 よ う だ 」(likeslitsinanautomatic-machine)と 云 う 。"slips"は 「道 徳 上 の 過 失 」 を

意 味 す る も の で あ り、"metal"や"anautomatic-machine"は 血 の 通 わ な い 冷 酷 な も の の 比 喩

で あ ろ う 。 興 味 深 い の は 、5行 目 か ら6行 目 の 「交 換 し 合 う 円 柱 た ち よ 」(youcolumnsof

give-And-take)と い う 表 現 で あ る 。 こ の 言 葉 の 裏 に は 、 金 満 体 質 の 商 業 主 義 的 な 権 力 者 へ の 皮

肉 が 見 え 隠 れ し て い て 、 道 徳 的 過 失 を 犯 し 、 金 を 貯 め 込 む 底 な しの 口 を 「慎 め 」(Saveyour

Iips)と 、 現 代 の 理 想 主 義 者 た ち に 裁 断 を 下 そ う と し て い る も の と 受 け 取 れ る 。

や が て 、 肉 体 を も っ た 人 間 と観 念 的 な 神 と の 対 比 と も思 わ れ る 盲 目 の サ ム ソ ン の 主 張 は 、 闇

の 中 へ と 徐 々 に 降 りて ゆ く。

Tome,theearthrollsponderously,superbly

Comingmywaywithoutforethoughtorafterthought.

Tome,men'sfootfallsfallwithadull,softrumble,ominousandlovely,

Comingmyway.

Butnotyourfoot-falls,pale-faces,

Theyareaclicketingofbitsofdisjointedmetal

Workinginmotion.

Tome,menarepalpable,invisiblenearnessesinthedark

Sendingoutmagneticvibrationsofwarning,pitch-darkthrobsofinvitation.

Butyou,pale-faces,

Youarepainful,harsh-surfacedpillarsthatgiveoffnothingexceptrigidity,

AndIjutagainstyouifItrytomove,foryouareeverywhere,andIamblind.

Sightlessamongallyourvisuality,

Youstari皿gcaryatids.(15)

足 下 の 大 地 奥 深 く に あ る 「闇 の 世 界 」(inthedark)で は 、 人 間 は 顔 も唇 も黒 く 「目 に は 見 え な

い が 触 れ る こ と の で き る 近 い 存 在 」(menarepalpable,invisiblenearnessesinthedark)な の だ 。

ま た 、 盲 目 の サ ム ソ ン に と っ て 、 人 間 の 足 音 は 「鈍 く」(dull)、 「柔 らか く ゴ ロ ゴ ロ と音 を た て 」
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(softrumble)、 「不 吉 で はあ る穫 すべ き もの で もあ る」(ominousandlovely)。 そ れ に反 して、

「青 白い 顔 た ち の足 音 は 金 属 の 切 れ 端 が ガチ ャガ チ ャ と 鳴 り」(Theyareaclicketingofbitsof

disjointedmetal)不 快 な音 が す る。 彼 らの顔 は 「苦 しそ うで 、外 面 は ザ ラ ザ ラ で 荒 削 りで あ る」

(Youarepainful,harsh-surfacedpillars)。 しか も 「厳 格 さ以 外 は何 も生 み 出 し は し ない 」(that

giveoffnothingexceptrigidity)。 盲 目のサ ム ソ ンは 、 この よ う に内 な る生 命 を持 た ぬ 人 工 的 な

女 人像 柱 の 中 に い て 「動 こ う とす る な らばお ま え た ち に 躓 く」(AndIjutagainstyouifItryto

move)と 憤 慨 し、 「お ま え た ち皆 が 視 覚 を 有 す る 中 に い て 、 私 は 盲 目で 何 も見 え は しな い 」

(andlamblind,Sightlessamongallyourvisuality)と 嘆 い て み た り もす る。 こ れ らサ ム ソ ンの

怒 りと嘆 きは 、有 徳 の 士 だ け が潤 う社 会 的不 公 正 へ の 悪 に対 す る もの で あ る の か も しれ な い。

と ころ で 、 こ の連 で の 詩 人 は 「足 音 」(footfalls)と い う表 現 に執 着 して い る よ う に思 わ れ る。

ロ レ ンス の 闇 の 思想 が 、 坑 夫 で あ っ た 父 の 働 く炭 坑 が 原 型 と され て い る こ と を、 今 こ こで 思 い

起 こ して み よ う。 ロ レ ンス の 自伝 的小 説 『息 子 た ち、 恋 人 た ち』(SonsandLovers,1913)の 中

で 、 地 上 へ 引 き上 げ る炭 坑 夫 た ち の 様 子 を次 の よ う に描 写 して い る。

Downthemainroadthelightsoftheothermenwentswinging.Therewasahollowsoundof

manyvoices.Itwasalong,heavytrampunderground.(is)

炭 鉱 の 中 を、 カ ン テ ラ を持 っ て 移 動 す る男 た ち の うつ ろ な声 と、 重 た そ う に引 きず る足 音 の響

きは、 「革 命 家」 の 中 の 柔 らか くごろ ごろ と音 を立 て て 歩 く人 間 と合 い 通 じる もの が あ る。 何 よ

り も、 「革 命 家 」 で の 人 間 の 顔 も唇 も黒 い とい う表 現 は、 正 に煤 まみ れ で 真 っ 黒 に な っ て働 く炭

坑 夫 た ち の 姿 を あ りあ り と蘇 らせ るで は な い か 。 自然 人 と も言 え る 父 親 か らの 資 質 を受 け継 い

だ ロ レ ンス は 、 地 底 の 闇 の 男 た ち の 足 音 に 、 以 前 か ら人 間 的 な 共 感 を覚 え て い た の で あ ろ う。

ロ レ ンス に と っ て の 闇 とは 、 地 球 の暗 い地 核 に 存 し、 生 命 の息 吹 を感 じさせ る本 源 的 な意 味 を

含 む もの で あ る 。

彼 の 求 め る暗 黒 の神 も また そ こ に存 在 す る 。 散 文 集 に 収録 され て い る ロ レ ンス の哲 学 的 エ ッ

セ イ「王 冠 」(`TheCrown')の 中 で彼 は、 暗 黒 の神 につ い て 次 の よ うに言 及 して い る。

WhatwayisitthatleadsmeontotheSource,totheBeginning?Itisthewayoftheblood,

thewayofpower.Downtheroadoftheblood,furtherandfurtherintothedarlrness,Icome

totheAlmightyGodWhowasinthebeginning,isnow,andevershallbe.Icometothe

SourceofPower.IamreceivedbackintotheutterdarknessoftheCreator,Iamoneagain

withHim.(17)

ロ レ ンス を源 泉 ま で 導 い て くれ る道 は、 血 の 道(thewayoftheblood)、 力 の 道(thewayof
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power)で あ り、 そ の 道 を さ らに闇 の奥 深 くに入 って ゆ くと全 能 な る神(theAlmightyGod)に

出 会 い 、 彼 は創 造 主 の 完 全 な闇(theutterdarlrnessoftheCreator)に 抱 き取 られ る。 こ れ に よ

りロ レ ン スが 暗 黒 の 神 との 一 体 化 に よ っ て、 永 遠 へ の 参 入 を願 って い る こ とが 明確 とな る 。

詩 に戻 り、 見 逃 して な らな い の は 「地 球 は あ らか じめ の 考 慮 や あ と知 恵 な しで 私 の 方 へ や っ

て き な が ら、 重 々 し く優 雅 に 回 る」(theearthrollsponderously,superblycomingmyway

withoutforethoughtorafterthought)と い う表 現 にあ る。 「あ らか じめ の考 慮 や あ と知 恵 」 とは

どの よ う な意 味 を含 む の で あ ろ う か 。 聖 書 の 『創 世 記 』 で は 、 初 め に 神 が 天 と地 を創 造 して 、

地 球 、 自然 、 生 命 、 人 間 の全 て が神 の不 思議 なわ ざ に よ り創 造 され た こ とが 語 られ て い る(18)そ

して 『黙 示 録 』 にお い て、 神 に よ る創 造 が 完 成 され る こ と を予 言 して い る(19)。 しか し、 こ こで

述 べ られ て い る 「あ らか じめ の 考 慮 や あ と知 恵 な しで 重 々 し く優 雅 に 回 る」 地 球 とは 、 神 の 意

図 的 な創 造 物 で は な く、 自然 発 生 的 な 生 成 で あ る こ と を暗 示 して お り、 人 間 の存 在 自体 も 自然

で あ り、 人 間 と世界 との 関 係 が 偶 然 で あ る こ と を強 調 して い る。 つ ま り、 ニ ー チ ェ(Friedrich

Nietzsche)の 影 響 を多 分 に 受 け て い る ロ レ ンス(20)は 、 「神 が死 ん で し まっ た 」 世 界 に は始 め も

な く終 わ りも ない とい う思 想 を、 この 連 にお い て 見 え隠 れ させ て い るの で あ る 。 こ う して 、 「革

命 家 」の詩 中 に お い て 白 い神 は完 全 に 否 定 され る。

これ よ り、 盲 目の サ ム ソ ンの 挑 戦 的 で 破 壊 的 言 動 が 激 し さ を増 す 。

SeeifIdon'tbringyoudown,andallyourhighopinion

Andallyourponderousroofed-inerectionofrightandwrong,

Yourparticularheavens,

Withasmash.

Seeifyourslaesaren'tfalling1

Andmyhead,atleast,isthickenoughtostandit,thesmash.(ai>

「一 撃 で、 お ま え た ち を倒 せ な い か ど うか 考 え て み ろ」(SeeifIdon'tbringyoudown,_Witha

smash)と は反 語 的用 法 で、 「簡 単 に倒 せ る の だ ぞ 」 と天 に向 か い 威 嚇 して い る。 女 人 像 柱 が支

え て い るの は 「特 殊 の 天 国 」(Yourparticularheavens)で 、 しか もそ れ は 「高 貴 な見 識」(high

opinion)を 持 ち、 「善 と悪 の 重 々 しい 屋 根 で 覆 わ れ た 建 物 」(ponderousroofed-inerectionof

rightandwrong)で あ る。 本 来 な らば 、 人 間性 に 沿 っ て い た はず の 善 悪 の価 値 観 が 、 高 貴 な

人 々 、 強 力 な 人 々 、 つ ま り権 力 者 に よ って 位 置 付 け され卑 屈 な思 想 に よっ て 曲 げ られ た と云 う

の か 。 天 上 界 に お け る善 悪 の価 値 判 断 に対 して、 シニ カル な表 現 で盲 目の サ ム ソ ン は強 く訴 え 一

続 け る。 そ して 、 牢獄 の よ う な 天 国 を憎 む盲 目の サ ム ソ ン は、 そ こ に 閉 じ込 め られ て い る よ り

は む しろ天 国 そ の もの を破 滅 させ 、 自 らも 自爆 し よ う とす る。 さ も な け れ ば 、 この 世 界 は 白 い
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神 の 思 い の ま まに な るの だか ら。 しか し なが ら、 こ こ で の 盲 目の サ ム ソ ンは そ うた や す く死 に

は しな い 。 「私 の頭 は 少 な く と もそ の衝突 に 充 分 耐 え られ る ほ ど強 い」(And,myhead,atleast,

isthickenoughtostandit,thesmash.)の だ。

激 しい 威 嚇 は、 最 終 連 にて い よい よ頂 点 に達 す る。

SeeifIdon'tmoveunderadarkandnude,vastheaven

Whenyourworldisinruins,underyourfallenskies.

Caryatids,pale-faces.(aa)

盲 目の サ ム ソ ンが 「暗 くて 、 む き出 しで 、 広 大 な天 国 の 下 で」(underadarkandnude,vast

heaven)動 い た そ の 時 に は、 「お ま え た ち の 世 界 は廃 墟 と な る の だ 、 お ま え た ち の 落 ちて きた

空 の下 で」(Whenyourworldisinmins,underyourfallenskies.)と 予 言 す る。 『ヨハ ネ の 黙示

録 』 の 最 終 章 で は、 あ らゆ る悪 を破 滅 させ て 神 の 最 終 的 な勝 利 を祝 い 、 天 国 で は選 ば れ し者 た

ち が神 の 君 臨 を永 遠 に喜 ぶ(23)。 しか し、 ロ レ ンス の 「革命 家 」 で は 、 逆 に 天 国 の 失 墜 を望 み そ

れ を実 行 せ ん とす る 。

ロ レ ンス は キ リス ト教 の風 土 の 中 で、 敬 虔 な ク リス チ ャ ンで あ る 母 親 か ら溺愛 され て育 っ た。

そ れ 故 に、 彼 自身 もキ リス ト教 の影 響 を 強 く受 け た し、 キ リス ト教 の 教 理 を知 りす ぎる ほ どに

知 っ て い た 。 同 時 に 、 あ る 半 面 で は 反 発 も感 じて い た 。 特 に 『ヨ ハ ネ の黙 示 録 』 に対 し て は

「ご く幼 い 頃 か らず っ と生 理 的 な嫌 悪 を抱 い て い た 」(ButtheApocalypseis,andalwayswas

fromearliestchildhood,tomeantipathetic.)(24)と 、 ロ レ ンス の エ ッ セ イ 『ア ポ カ リプ ス 』

(Apocalypse,1931)の 中 で 自 ら述 べ て い る 。 しか し、彼 が 「革 命 家 」 で 起 こそ う とす る謀 反 は、

決 して キ リス ト教 そ の も の に で は な く、 神 の名 に お い て 地 球 を滅 ぼ し、 他 人 を支 配 し己 の み が

栄 光 の座 に 着 くとい う、 権 力 意 識 の 我 意 に対 す る もの で あ っ た。 む しろ 、 ロ レ ンス はキ リス ト

に対 して は暖 か で優 しい気 持 ちで 接 して い た の で は な い だ ろ うか 。 この こ とは 『鳥 ・獣 ・花 』

の 「ア ー モ ン ドの花 」(`AlmondBlossom')の 詩 の 中で 以 下 の よ う に証 明 され る。

Sweatinghisdropsofbloodthroughthelong-nightedGethsemane

Intoblossom,intopride,intohoney-triumph,intomostexquisitesplendour.

Oh,givemethetreeoflifeinblossom

AndtheCrosssproutingitssuperbandfearlessflowers!(25>

「花 咲 く命 の木 」((thetreeoflifeinblossom)や 「華 麗 で 恐 れ を知 らぬ 花 を咲 か せ る十 字 架 」

(theCrosssproutingitssuperbandfearlessflowers)は 、 エ ル サ レ ム の ゲ ッ セ マ ネ(26)

(Gethsemane)の 苦 難 の地 に て ひ と り罪 を背 負 い、 血 を滴 らせ て(Sweatinghisdropsofblood)
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ゴルゴタの丘(27)まで歩くキリス トの姿 を彷彿とさせる。この詩においてロレンスは、キリス ト

への帰依と感謝の誠心を表している(28)。ロレンスは、元来のキリストに対 しては人間的な共感

を抱いていたのである。

さて、「革命家」の詩ではいよいよ最終行にて、語 り手が盲目のサムソン以外のもう一人の正

体を明かすこととなる。

SeeifIamnotLordofthedarkandmovinghosts

BeforeIdie.(29)

「私が死ぬ前に考えてみろ、私が黒 くて移動する天使たちの神でないか どうかを」 と、ついに

「私」が暗闇から舞い上がって来た天使たちの神であることを告白する。「革命家」における

「私」 とは、詩題のとおり革命を起こす者、語 り手であるロレンス自身、盲目のサムソン、ある

いはサタン、そして神 という複数の役割を担っている。ここでの神 とはキリス トではな く、闇

の世界の暗黒の神であることは疑いようがない。聖書はしばしば光と闇の対象を用いて、神 と

悪の力との絶対的な相違を示 している。神は光であって、神の内には暗いところが少しも無い

ように描かれている。また、闇 と呼ばれる悪の力 と対比 して、神は光なる存在 として明瞭に述

べ られている。『ヨハネの黙示録』では、築 き上げられた聖都エルサ レムは、神の栄光で光 り輝

き、日や月に照 らされる必要はなく、夜のない都市 として記 されている(30)。ロレンスはこれら

のことを意識 した上で、あえて闇から独 自の暗黒の神を生み出したのである。そして、女人像

柱の支える天国をサムソンによって破壊 させんとすることにより、自らを神 と名乗 り、結果黙

示録の修正 を計ろうとしたのである。

ロレンスが憧れる闇とは、ゴールであるとともに源泉 と始原でもある。そこは、大いなる栄

光と力 を持つ全能の創造主を有す。彼は、『創世記』以前の原初、つまり神が 「光よ、あれ」(31)

と命ずる前の暗黒の世界を望み、闇の世界に在 る神 を肯定し、「革命家」の詩において、闇から

の暗黒の神の再生をより強 く暗示させたのである。盲 目のサムソンは、天国を崩壊 し自らも身

を焼き、一度は死んで灰と化 しても、やがては伝説の不死鳥のごとく暗黒の神 として蘇 ってく

る。即ち、「革命家」における 『ヨハネの黙示録』への反発の裏には、キリス ト再臨に代わる暗

黒の神の 「復活」の意図が込められていたと考える。

冬枯れの大地にも、春には草が萌え、樹木は芽吹 く。やがて花が咲き、夏が過 ぎ、収穫 の秋

が訪れる。冥界の王ディオニュソスの乱舞に浮かれて、穀物は実り、果実は生 まれる。そして、

暗黒の神 もまた再びこの世に生まれ出でる。ロレンスの詩集 『鳥 ・獣 ・花』で復活 と再生がう

たわれる数々の作品の中に、異質のタイ トルをもつ 「革命家」 という詩が含まれていることは

誠に納得のいくことであ り、ここにロレンスの強い意図を感 じずにはいられない。
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